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新製品 

パソコンソフト 

セキュリティ対策ソフト 

News Release 

報道関係者各位                                              2005年12月1日 

ソースネクスト株式会社 

 

ネット詐欺対応、個人情報を自動暗号化するラインアップも充実 

「ウイルスセキュリティ 2006」シリーズ 
1,980 円（税込）で、2005 年 12 月 16 日（金）発売 

 
 ソースネクスト株式会社（本社：東京都港区六本木6-10-1 代表取締役社長：松田憲幸、以下「ソースネク
スト」）は、個人向けインターネット総合セキュリティ対策ソフト「ウイルスセキュリティ2006」を中心に、個人情報
を自動暗号化するツールをセットした「ウイルスセキュリティ Platinum」などの新シリーズを2005年12月16日
（金）に発売いたします。 
 
【「ウイルスセキュリティ2006」について】 
 「ウイルスセキュリティ2006」は、「ウイルス・スパイウェア対策」、「不正侵入対策（ファイアウォール）」、「情報
漏洩対策」、「迷惑メール・フィッシング対策」の4大機能に加え、ファーミングなどネット詐欺を防止する機能
を追加。さらに数々の改良を加えた新バージョンです。 
 

「ウイルスセキュリティ2006」は、パソコン内の設定ファイルを監視し、変更があった場合には、リアルタイム
にユーザーに確認を促し、ユーザーが意図しないシステムの書き換えを防ぐ「システム防御」機能を搭載。正
しいURLを入力しても偽装サイトに飛ばされてしまうネット詐欺の手口・ファーミングを防止します。 
 
【「ウイルスセキュリティ」の特長】 

パソコンソフトのコモディティ化の第一歩がセキュリティソフトとの考えから、低価格・高性能・簡単さを追求
した総合セキュリティ対策ソフトです。 
 
●自動インストール（特許出願中）、自動アップデート、自動駆除（隔離）、自動操作で専門知識がなくても使
えるように配慮した設計です。 
 
●1年間の有効期間中、常にその時点の最新版を使う期間サービス型製品です。 大幅なバージョンアップ
が生じた場合でも、期間内であれば無料で自動バージョンアップします。 
 
●ユーザーの操作を妨げない、控えめでわかりやすいインターフェイスの追求に努めました。 
 邪魔にならない小さめのメッセージ画面で、ユーザーの判断を必要としない状況報告は、自動で閉じるよう
にしたり、わかりやすい日本語表現に努めています。 
  

「ウイルスセキュリティ」は、2003年11月14日の発売以来、2年間でご愛用者が170万人を突破いたしました。
（2005年11月24日時点） 
 
【「ウイルスセキュリティ Platinum」について】 

「ウイルスセキュリティ」に、メールのアドレス帳やメールデータ、マイドキュメントを暗号化したまま使うことに
より、重要な情報が流出しても判読されないようにする自動暗号化ソフト「データプロテクト」をセットした新ライ
ンアップです。 

インターネットの安全だけでなく、データの流出やパソコンの盗難などにも効力を発揮する、新しいセキュリ
ティ製品です。 

いずれも「好きでセキュリティソフトを使う人はいない」からこそ、使いやすさ、わかりやすさにこだわる
「SOURCENEXTstyle® SECURITY」シリーズのコンセプトをもとに開発されたもので、簡単な操作感が特長です。 
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<メイン画面> 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

【システム制御】 【New】 

ユーザーのパソコン内のシステムを常に監視し、レジストリが変更された場合、改変された部分を修正にす

ることができます。 

 

■hosts ファイル内の設定監視による、ファーミング対策 
hostsファイルの改変による、フィッシングサイトへの誘導を防止することができます。hostsファイルのデータ

が改ざんされると、該当部分を削除し、hostsファイルを正常な状態に戻します。これにより、ユーザーが正し
いURLを入力しても偽装サイトに接続されてしまい、個人情報が盗まれてしまうという典型的なフィッシング詐
欺の被害を回避することができます。 
 
～主な機能～ 
1） 「hostsファイル」改ざんのリアルタイム検知   <システム防御のアラート画面> 
2） 「hostsファイル」改ざん部分の修正 
 
■Internet Explorerの設定改ざんの監視 
 
■OSのセキュリティ設定改ざんの監視 
 
【ウイルス対策】 

■ウイルス・スパイウェア処理時のバックアップ機能 【Power up】 
ウイルスやスパイウェアを検知して処理をする際、必ずバックアップを取り、復元を可能にしました。もし必

要なスパイウェアを駆除してしまった後でも、復元して戻すことができます。 
 

■ワーム送信防止機能 【Power up】 
万が一ワームに感染してしまい、メーラー以外からメールが送信される場合も、リアルタイムに検査を行な

ってユーザーの知らない間にワームが外部へ送信されてしまうことを防止します。 
 

■自動シャットダウン  【Power up】 
時間のかかるウイルス検査。この設定を有効にすると、ウイルス検査の終了後は自動的にパソコンをシャッ

トダウンするので、時間のかかるウイルス検査を待つ必要がなくなります。 
 

【ファイアウォール（不正侵入）】 

■マルチネットワーク設定 【New】 
ネットワーク環境ごとに通信の設定などが可能です。 
 
 
 

「ウイルスセキュリティ 2006」 の新機能 

操作のヒントを示しているの

で、初心者でも安心です。 

「設定とお知らせ」画面で

は、一目で状態がわかりま

す。それぞれの機能は、き

め細かくカスタマイズするこ

とも可能です。 
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【個人情報漏洩対策】 

■Java アプレット/ActiveX コントロール防止機能 【New】 
webの使用中にJavaアプレットやActiveXコントロールを読み込もうとすると、自動で検知し、警告を出します。 
 
 
 
 
 

 

 

【迷惑メール・フィッシング対策】 
■言語フィルタリング機能 【New】 

言語フィルタで20カ国語の中から指定した言語のメールを、
自動的に「迷惑メールトレイ」に振り分けることができます。 

 
 

■アドレス帳から除外リストへのインポート 【Power up】 
自分で送信したメールの送信先アドレスを、安全メールの許

可リストに自動登録することができます。自動で登録することに
より、安心してメールの送受信ができます。 
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■機能比較対応表 （2005 年 11 月 25 日時点 ソースネクスト調べ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※1 ユーザーが自ら指定した URL のサイトをブロックします。 

※2 ユーザーが登録した情報によりデータベースを作成します。 

※3 「セキュリティアドバイザー」のご使用をおすすめします。 

「ウイルスセキュリティ 2006」 の詳細機能について 

製品名
ソース ネクス ト

ウイルス セキュ リテ ィ
2 006

トレ ンドマ イクロ
ウイルス バス ター

20 06

シ マ ンテ ッ ク
インターネ ッ トセキュ リテ ィ

200 6

価格 1,980 円 8,925 円 8,925 円

スパイウェア検出 ○ ○ ○
自動スパイウェア駆除 ○ ○ ×
リアルタイム検知 ○ ○ ○
手動スキャン ○ ○ ○
自動ウイルス駆除/隔離 ○ ○ ○
自動レジストリ修復 ○ ○ ×
自動送受信メール監視 ○ ○ ○
スパイウェアの復元機能 New! ○ ○ ○
疑わしい添付ファイルの自動隔離 Ne w! ○ × ×
ワームメール無断送信ブロック New! ○ ○ ○
スクリプトブロック New! ○ × ○
インスタントメッセンジャーのウイルス検査 Ne w! ○ ○ ○

ウイルス検査後の自動シャットダウン New! ○ ○ ×
ネットワーク内ウイルス検査 ○ ○ ○
定期検査 ○ ○ ○
インストール前にウイルス検査 × ○ ○

不正侵入防止機能 ○ ○ ○
アプリケーション毎の通信制御機能 ○ ○ ○
ポート設定機能 ○ ○ ○
安全レベルの設定 ○ ○ ○
ネットワーク環境ごとの設定 New! ○ ○ ○
無線LAN対応 ○ ○ ○

個人情報ブロック ○ ○ ○

Cookieブロック ○ × ○
ActiveX/Javaアプレットコントロール New! ○ × ○
広告ブロック ○ × ○
有害URLブロック 　 ○※1 ○ ○
スパイウェアサイトへのアクセス規制 × ○ ×

ｈostsファイルの監視 Ne w! ○ ○ ○
hostsファイル改ざんのリアルタイム検知 New! ○ × ×
Internet Explorerの設定改ざん監視 Ne w! ○ × ○
OSのセキュリティ設定改ざん監視 Ne w! ○ × ○

迷惑メール自動仕分け ○ ○ ○
Outlook、Outlook Expressとの統合 ○ ○ ○
データベースによる迷惑メール判定 　 ○※2 ○ ○

ユーザールール作成 ○ × ○
学習機能 ○ × ○
フィッシングメール自動仕分け ○ ○ ○
言語フィルタ New! ○ ○ ○
悪質なメール自動仕分け ○ × ○
フィッシング詐欺対策ツールバー × ○ ×
フィッシング詐欺サイトへのアクセス規制 × ○ ×
危険性のある添付ファイル付きメール自動仕分け ○ × ×

自動インストール ○ × ×
自動アップデート ○ ○ ○
無線LAN対応 ○ ○ ○
Windows XP SP2 対応 ○ ○ ○

脆弱性診断 　 ○※3 ○ ○

共通

ウイルス とス パイウェア 対策

ファイア ウォール

情報漏洩対策

迷惑メールとフィッ シ ング対策

ネッ ト詐欺対策 （ シ ス テ ム 防御）
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■ 製品名 

・ 「ウイルスセキュリティ 2006」                                          1,980 円（税込） 

・ 「ウイルスセキュリティ Platinum」（「ウイルスセキュリティ 2006」＋「データプロテクト」）  2,970 円（税込） 

・ 「ウイルスセキュリティ 2006 2 ユーザーパック」        2,970 円（税込） 

・ 「ウイルスセキュリティ 2006 3 台用ファミリーパック」        3,970 円（税込） 

・ 「スーパーセキュリティ」（「ウイルスセキュリティ 2006」+「データプロテクト」+「Acronis True Image Personal」）

             3,970 円（税込） 

■発売日           ：12 月 16 日（金） 

■製品内容          ：セキュリティ対策ソフト 

■販売              ：ソースネクスト株式会社 

■開発              ：K7 Computing 
※「データプロテクト」の開発元は Eugrid 株式会社、「Acronis True Image Personal」の開発元は Acronis.inc となります。 

■製品情報        : http://sec.sourcenext.info/ 

 

 

 

■メーカーサポートのパソコン 

■対応 OS: Windows XP/2000 Professional/Ｍｅ/98/98SE が正常に動作している環境 

■ハードディスクの空き容量：20MB 以上 

■CD-ROM を読み込める環境 

■Internet Explorer 5.5 以上、インターネットが使える環境 

■推奨動作環境 

・CPU:  Pentium 100MHz 以上 

・メモリ： 64MB 以上（128MB 以上推奨） 

■Outlook Express 5.5/6.0/Outlook 2000/XP/2003 (迷惑メール機能利用時) 

 

 

■製品の画面掲載などのコピーライト表記は、下記の通りお願いいたします。 

Copyright© SOURCENEXT CORPORATION 

Copyright© K7 Computing 

 

 

■ソースネクスト・カスタマーセンター 

ご購入前相談ダイヤル: 03-5350-4844 サポートURL：http://sec.sourcenext.info/support/ 

 

 

■ソースネクスト株式会社 

担当 プロデュースグループ 広報チーム 西村絵理奈 

Tel： 03-5786-7209    Fax： 03-5786-7210    e-mail： pr@sourcenext.com 

※レビュー用の製品貸し出しは随時承っております。評価版CD-ROMなど必要でしたらご連絡ください。 

 

 

■パッケージや画面などは、プレス専用ホームページからのダウンロードもご利用いただけます。 

URL: http://www.sourcenext.info/sp/ 

素材・プレスリリースなどダウンロード 

「ウイルスセキュリティ」 シリーズ発売概要 

「ウイルスセキュリティ 2006」 動作環境 

お客様お問合せ先 

本製品に関する報道関係者様のお問合せ先 

「ウイルスセキュリティ 2006」 コピーライト表記について 

http://sec.sourcenext.info/
http://sec.sourcenext.info/support/
http://www.sourcenext.info/sp/

